
 
 
 
2017年最初の元気塾は社体協の天野さんをお
迎えしてホールでの開催だ。まずディスクを投
げる練習を始める。ボールと異なり、投げるの
も取るのも難しい。が、皆あっという間に上手
になるので驚きだ。すごい勢いで低めを狙って
投げたり、ジャンプして取ったり、学習室にい
る時とは違う一面を見せてくれる。試合も白熱、
最後はボランティアの方も加わり一層真剣にな
る。外の寒さが嘘のように、皆汗びっしょりに
なった。最後に大縄跳びを全員で飛んだ。ダブ
ルダッチ以来だ。とても和やかな雰囲気で小気
味よいリズムで八の字に動く。J-COMの取材
にもカメラの周りに集まり楽しそうにインタ
ビューに応じている。何をお答えしたのか、 
 番組を見るのが楽しみだ。 

 
 

チューリップに水やりした後、山地先生のご指導
のもと、二組に分かれて、「朝三暮四」や「蛍雪
の功」などを題材に伝言ゲームをした。大声で
言ってしまったり、ワイワイ楽しそうだ。なぜそ
の四字熟語ができたのか中国の故事の説明を
「へー、そうだったの」と感心して聞き入って 
いた。 

 
 
久村先生のピアノ、佳奈美先生のバイオリン
演奏でこの日の活動が始まる。ト音記号や音
符を学んだあと、ハンドベルに挑戦。その後、
クリスマスのクイズをしながら、歴史、地理
について学ぶ。読み聞かせは、少し明かりを
消してBGMも流れる中で、クリスマスのお話
に聞き入る。普段は落ち着きのない子どもも
聞き入っている姿が嬉しい。 
最後にお二人の演奏に合わせて歌で終える。
盛りだくさんの充実した時間だった。知識と 
 共に心にも豊かな栄養を頂いた。 
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鵠沼元気塾だより 

2017年2月2日号 楽しい放課後のふれあいを！ 

 
 
寺田言子さんのご指導でクリスマス飾りを作成
した。それぞれに美しく仕上げて皆満足そうだ。
完成の後は、お楽しみのプレゼント交換だ。興
奮と歓声の中でにぎにぎしくとり行われた。帰
りには杉山トモさんからも贈り物が一人一人に
手渡され、さらにセブンイレブンの斎藤さんか
らのお菓子も頂いて、なんて幸せな子ども達だ
ろうか。この幸せが周りの人への幸せの輪と
なって広がることを祈りながら今年の元気塾を
終えた。 
 
 

         
 

 
 
 
 
 
金子先生のご指導のもと、活性炭電池とレ
モン電池を作る。アルミ箔、キッチンペー
パー、絶縁リング、食塩水小さじ１、活性
炭、アルミ箔を重ね、みのむしリード線を
付ける。テスターをつなぎ電圧を測る。さ

らに第２層を重ね電圧を測る。この後、
「レモン電池」「１円玉１０円玉電池」
も試作する。小一時間、子ども達は集中
して取り組んだ。 
 
 
 
 

３月１６日は 
今年度最後の元気塾、 

そして「６年生を送る会」です。 

１月２６日 電池を作ろう  

１月１２日 ドッジビー、大縄跳び 

１２月２２日 クリスマス飾りづくり、 
        交換プレゼント 

１月１９日 四字熟語 

参加者の動向 
現登録者数20名 

１２月１５日 クリスマスの音楽と 
   読み聞かせ「子うさぎましろのお話」 


